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過去 10年間の木星ナトリウム雲の変化

Variability of Jupiter’s extended sodium nebula in the past decade
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イオの大気はその火山活動によって供給され、それらはイオを脱出して木星磁気圏のプラズマや中性粒子となる。火山
性ガスに含まれる中性ナトリウム原子は、木星磁気圏・重力圏をはるかに越えて、1000木星半径に渡って分布し、木星
ナトリウム運を構成している。このナトリウム雲は、Na D1, D2線で発光し、地上光学観測が可能である。これまでの研
究で、このナトリウム雲の規模は、イオの火山活動に大きく依存することが分かっている ( Mendillo et al., 2004 )。我々
の観測でも、過去 10年間のナトリウム雲のデータが得られている。過去のイオから木星磁気圏への中性粒子・プラズマ
供給が、どの程度磁気圏現象に影響していたのかを明らかにするために、10年分のナトリウム雲のデータ解析を進めて
おり、これらの解析結果について発表する。


